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ユ6 （ユ15冫 動 　物 　墨 　雜 　誌 第 59 卷 ・ 第 5 號

t

ceij ） は 即細 胞 と同 樣 な シ ナ ブ シ ス 期 （倒 えば 花束期等〉 を通過 レ そ の 間に 総遼元 を行 う こ と が 知 られ・

雨者 の 起 原 は 同 一の もの と 見做 され て い る 。 こ れ らの 象 養緬 胞 り 形懇 は昆蟲 の 種類 に よ り極 め て 變 異 に 冨

ん で い るの で ・マ ダ ヲ カ マ ド ウ v に お い て も ， fo］licleの 基 端 に ある細 腿群或 は そ の 中 の
一

馨 の 細胞ほ こ

の 榮養細胞に 相當す る もの で ほな か ら 5か 。 雄に お 、・て も雌 と同醸に 考えれば ， 矢張 槧養細胞 の
一麗 と見

做す こ と が で きるで あ ら う。 何 れに
『
し て も所 謂 fcllicle　 ceH は マ ダ ラ カ マ ド ウ マ に お い P（は 生 殖紙 胞 と 同

一起原 を有す る もの ヒ推察 され る 。

　 精災に お け る多咳細 胞の 榎が ， 夫 々 の 細胞 に お い て 鷺
；．な 分裂過樫 に ある の は，個 々 の 細胞内 で 作用 し

或 は 該相互間に 働 く酵 素の 如 き もの X 作痢に 歸せ らる べ きで は な か ら   か 。 叉多榎 を生ず る こ と ｝y
’yiし て

は極 々 O 原 国が 考 え られるが 7 分裂経期に 當 り，細胞 蒭界 を作 るに 必要な 要因の 何か ゴ 鯨 け て い るか ， 或

はそ の 形 或を阻 止 す る作用又 は物 i1の ilt　A．に よ
・
るもの で 複 なか ら 5 か o こ れは 動物の 癌細砲 に お け る場 合

を想 い 起 させ る現 象 であ る 。

　 要約 　｛：1 ） マ ダ ラ カ マ ド ウ a 　（DiestrainJnfnaゴ砂 o ｝！露 Kor エly ） の 楮藁の follicle  基 端 に 壱：在す る細

胞に お い て ほ 極 め て 顯著 な 多極 分裂像が 見 られ るば か り て：
一
な
”
〈，大 部分 の 細 胞 が 多核 を有 す る 。

　 （2 ） 多極分裂細 胞 に お い て は ，染色 欝敷 と極 っ 鞍 と の ：組に 1ま密 接 な 拑 關 々 係 があ り p 前蒋が n ．2n

或 は 4n に 近 い と きに ‘ま後者ほ 夫 々 2 極，4 遯或は （O 趣乃 至 ） 8 極を示す 。 又僞激 數 の 結 果生 じた も○

と 想嫖 さ れ る 。
fl に 近 い 染 麁體皸 を有す る 緬 粗 で は 、暁 か に 2 極 分裂が行われ ， 多核細 胞に お い て は そ れ

の 含 む献 々 の 核は逎 常 ，g に 近 い 染色 體數を示 し て い る e

　 （3 ） f・llic！e の 茎端 の 細胞｛よ大部分 多核細胞で 14 〜 5 核 の もの も普1凾に 見られ・往 々 11｝ 煦 亥以 上に

及ぶ もの 孟、 存 在す る 。 こ れ ら の 多核細胞 な 細泡分裂が苡 牙裂に ｛署 よな い こ とに よつ て 生ず る 。

　 （’i　）　卵集 に お い て は 多弦細胞 ち多極分 裂燬 も通営 見 ら れ な い が・2n 或は nl こ近 い 染色體數 を有す る

細胞が存在 し・い つ れ も 2極分裂を なす 。 こ れ らの 核分裂 に ほ細砲分裂を 件 5 こ と が明 か に 觀察され ・ 往

々 相同 染 色疆が 並 列 し て 僞減 數 と の 噌t間過 程 の よ 5な慷が 見 られる場 合 が あ る。

　（5 ）　Vejdok卩sky ぐll，
，12） に よれば ， 卵細 胞 と邸腱細 胞 とは 同

一起原 の もの と され て い るが ， 以 」二

の 觀察 に よ bl 犠集 の follicleの 墓 端 に お け る 細 胞 も生 埴緬 胞 と 同
一

起 京 の も の と 推察 さ れ る 。
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　　　 On 　 the 　Multipolat　Spindle　f〔｝ulコ〔蓋 itl　Follicle　Cells　 of　 th守 Tes．　tis　o 【 Diestrtint，ne 丿la
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　　 The 　multiPolnr 　sFi 　nd 亅es 　svere 　 abui 】dant ；y　observ 〔虱 　ill　t｝le 　follic］e 　ce ］ls　of　the 　testis　of 　Di，f一

　 ε’π 〜η捌 コ 71a ゴo ノ）9’臣・：ρ 　karTiy　（OrthOPtera＞．
　　The　separatii 〕n　（if 重he 　chrom 〕a．　emes 　proceeds 　rather 　regularly 　ill　the　muliiPo1ar 　spindle ，　bL」t

　the　division　of 　the　cytosome 　 is　 suppressed ，　 this 暮Mng 　 rjse　 tu　 various 　 kinds 　 of 　 multi −nuclgated

　ce ］工．s　centaini 】19 　duplicated　chr ：morcmes ，　 The 　 n しimb α s　of　the 　chro 皿 osemes 　cantained 　in　these
　ce ］ls　 Hre 　 aPProximate 且

｝
「245 ・ 2：lo・　 ］9：1・1697139 ・1｝2　a 】｝d　51］。　 U；e　 h2p二〇id　number ， 29，　 being

　alsD 　foしmd 　（
「
1Lab亘e　1）．　1t　is　 noticeable 　that　there 　is　 3　remal1 くable 　corre ］ation 　between　the 　num −

　 ber 〔｝i　 the　（：hromosvmes 　 and 　 that 　eE 　 the 　 spindle 　 pojes　；that 　is，　the　bip  lar　divis弖oTI　 occurs 　in　the
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　　No 　cc ・r【esponding 　feature　 could 　b巳　verified 　in　 the 　obserx

「
3tion 　 of　the　ovarian 　fo

’
］icle　ceUs 　 o ［

　 fem31e ．　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　
・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 資 　　　＿．料
　　　　　　　　　　　　　　 再i 極 類 軸 生 手

「
術 o 一 淌 毒 法

　覦螻類 の 初 期 臼 幼生ヒ手 徳 を秀奮す 場 合 に ヨ侮 雛を 行 わ な い と死 亡 牽 が 高 く ・ ．相常手 數 の 掛 か る 淌 毒 を し

1戦響胃 牟
「

妄軽爿戸郭夢 彎
｛

写∫黙 瓣 號娠 £ 鞍瀦識騒滋 愛賦糶
が 傷ら れ る 。 こ の 液 の 中 で 手 徳 な行 い 傷Q 拾療 し ナニ後 に 普逶 の 飼育水に夥 せ ば よ い e 特 別 な淌毒嵐を用
い な く と もこ れだけ で 緬 量イ的原因 に よ る 垢 亡 ’

；ヒ殆亀 ど完 余 に除 く こ と が で き ・ 傷 の 治癒 も早 く ・ 薬晶 の

惡影 響 ば な い よ 5 で お る 。 こ の 方怯｛よ
一般 の 水癢郵物｝こ も逋用で きる の で はない か と思われる 。（東 京學

藝大學　藤 原 正 武 ）
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